
(1) 第 1 9 2 -i- 広 報 あ か い け 昭和54年1月1日 

発行所 赤池町役場 編集 総務課文書広報係 容（代表）2004 

印刷所 赤 池 印 刷 毎月 1 回発行 

町 の 人 口 

人 I ] 9,426人 （増15) 

男 4,507人 （増10) 

女 4,919人 （増5) 

世帯数 2,950世帯（増8) 

出生 6人 転入 51人 

死亡 3人 転出 39人 

(53年10月末日現在） 

( ）内は前月との増減 
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(3） 第192号 昭和5 4fl l 月l I I か し、 け あ
 

報
 

広
 

第192号 昭和54年1月1日 
、一 、 カ、 し あ

 
報
 

広
 

年頭のごあいさつ 、
 V

 
、 

池 永 輝 昭 f
ぐ
 

（

一

 

丁
 

き
め
細
か
な
住
み
よ
い
環
境
つ
く
り
を
め
さ
す
 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
 

す
。
輝
か
し
い
昭
和
五
十
四
年
の
新
春
 

を
迎
え
、
み
な
さ
ま
の
ご
健
康
を
心
か
 

ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
 

平
素
か
ら
の
町
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
 

田
 

ご
支
援
に
対
し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
 

ま
す
。
 

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
み
な
さ
ま
 

方
の
ご
協
力
の
も
と
に
、
ま
ち
づ
く
り
 

の
基
礎
と
な
る
道
路
や
下
排
水
路
、
集
 

会
所
、
野
球
場
、
陸
上
競
技
場
、
さ
ら
 

に
は
同
和
対
策
事
業
に
よ
る
中
央
研
修
 

所
、
上
野
焼
大
型
作
業
場
、
大
浦
隣
保
 

館
、
市
場
保
育
所
等
の
建
設
、
又
四
月
 

豊
 

町議会議長 早 麻 

完
成
予
定
の
上
野
橋
架
設
工
事
な
ど
の
 

諸
事
業
も
順
調
に
進
捗
し
て
ま
い
り
ま
 

し
た
。
 

今
年
も
本
町
に
と
っ
て
は
、
ま
た
一
 

段
と
き
び
し
い
経
費
節
減
の
年
に
な
る
 

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
赤
字
解
消
と
 

健
全
財
政
を
堅
持
し
、
住
民
生
活
の
安
 

定
を
目
ざ
す
こ
と
を
柱
と
し
て
、
財
源
 

確
保
に
最
大
の
努
力
を
は
ら
い
た
い
と
 

存
じ
ま
す
。
 

い
ま
昭
和
五
十
四
年
の
年
頭
に
あ
た
 

リ
、
過
去
つ
と
め
て
ま
い
り
ま
し
た
町
 

基
盤
の
整
備
を
集
大
成
す
る
と
と
も
に
 

緊
就
、
開
就
、
特
開
、
失
対
事
業
等
の
 

強
化
、
ボ
タ
山
災
害
防
止
工
事
、
道
路
 

や
下
排
水
路
の
整
備
、
集
会
所
の
建
設
 

な
ど
引
き
続
い
て
積
極
的
に
推
進
し
て
 

ま
い
る
べ
く
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
 

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
と
 

あ
わ
せ
て
住
民
生
活
に
直
結
し
た
き
め
 

細
か
い
施
策
、
す
な
わ
ち
、
住
み
よ
い
 

環
境
づ
く
り
や
教
育
施
設
の
充
実
、
さ
 

ら
に
は
社
会
福
祉
、
同
和
対
策
事
業
な
 

ど
の
充
実
を
念
願
し
て
懸
命
に
取
り
組
 

ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

町
民
の
み
な
さ
ん
、
ど
う
か
本
年
も
 

町
政
に
対
し
倍
旧
の
ご
協
力
を
賜
わ
り
 

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
 

に
、
み
な
さ
ま
が
た
の
ご
多
幸
を
心
か
 

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
 

一
〕
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
 

住
民
福
祉
の
増
進
と
生
活
安
定
を
は
か
る
 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
 

い
ま
す
。
明
る
い
希
望
に
満
ち
た
昭
和
 

五
十
四
年
の
新
春
を
迎
え
、
み
な
さ
ま
 

の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
心
か
ら
お
慶
び
 

申
し
上
げ
ま
す
。
 

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
平
素
何
か
と
 

町
行
政
に
つ
き
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
 

ご
協
力
を
賜
わ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
 

ま
す
。
 

顧
り
み
ま
す
と
、
昨
年
は
国
の
内
外
 

に
お
い
て
波
乱
の
年
で
あ
り
ま
し
た
が
 

本
町
に
お
い
て
も
、
昨
年
は
同
和
対
策
 

中
央
研
修
所
、
上
野
焼
大
型
共
同
作
業
 

場
、
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
、
立
派
 

、 

い
よ
い
よ
一
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
 

廿
失
業
者
の
独
立
手
助
け
廿
 

赤
池
町
が
同
和
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
、
五
十
一
年
か
ら
三
カ
 

年
継
続
事
業
で
同
町
天
郷
地
区
に
建
設
し
て
い
た
「
赤
池
町
上
野
焼
 

大
型
作
業
場
」
が
1
，
一
月
五
日
完
成
、
い
よ
い
よ
一
月
か
ら
訓
練
生
 

五
十
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
 

同
作
業
場
は
、
地
場
産
業
の
上
野
焼
 

の
特
色
を
生
か
し
た
陶
板
タ
イ
ル
を
生
 

産
す
る
ほ
か
、
訓
練
生
の
将
来
の
独
立
 

に
備
え
、
茶
器
や
花
器
、
つ
ぽ
な
ど
を
 

作
れ
る
よ
う
、
陶
芸
の
基
礎
技
術
を
身
 

に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

訓
練
希
望
者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
 

町
内
全
域
か
ら
最
高
六
十
六
歳
か
ら
十
 

吃
月
5
日
完
成
の
上
野
焼
大
型
作
業
場
・
右
側
が
工
場
）
 

九
歳
ま
で
八
十
 

二
人
（
男
四
十
 

八
人
、
女
三
十
 

四
人
）
の
申
し
 

込
み
が
あ
り
ま
 

し
た
。
当
初
は
、
 

陶
器
科
十
人
、
 

陶
板
タ
イ
ル
科
 

四
十
人
で
発
足
 

し
ま
す
が
、
訓
 

練
生
は
県
か
ら
 

委
嘱
さ
れ
た
指
 

導
員
か
ら
指
導
 

を
受
け
ま
す
。
 

訓
練
期
間
中
（
 

一
年
三
カ
月
）
 

は
毎
月
約
六
万
 

円
程
度
の
手
当
 

が
支
給
さ
れ
ま
 

す。 

な
諸
施
設
が
で
き
、
又
、
町
制
四
十
周
 

年
記
念
行
事
も
終
え
、
新
た
な
区
切
り
 

と
な
る
年
で
あ
り
ま
し
た
。
 

本
年
は
、
四
月
に
上
野
橋
の
完
成
も
 

予
定
さ
れ
て
お
り
、
将
来
の
町
発
展
に
 

大
き
く
寄
与
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
 

す
。
本
町
議
会
も
四
月
一
杯
で
任
期
を
 

終
え
ま
す
が
、
こ
の
四
年
間
、
町
発
展
 

の
た
め
に
町
執
行
部
と
一
丸
と
な
り
、
 

精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

大
過
な
く
こ
れ
ま
で
職
務
を
推
行
で
 

き
ま
し
た
こ
と
も
、
町
民
の
み
な
さ
ま
 

方
の
絶
大
な
る
ご
支
援
ご
協
力
の
賜
も
 

の
と
存
じ
ま
す
と
共
に
、
与
え
ら
れ
た
 

、」 

作
業
場
は
事
務
室
、
研
修
室
が
あ
り
 

鉄
筋
平
屋
建
て
（
四
四
二
平
方
H
）、 

倉
庫
と
訓
練
生
の
休
憩
所
、
浴
室
が
あ
 

り
ま
す
。
鉄
骨
ス
レ
ー
ト
張
り
B
棟
（
 

四
八
三
平
方
H
）
縦
百
三
十
H
、
横
四
 

十
H
の
鉄
骨
ス
レ
ー
ト
張
り
工
場
棟
（
 

一
、
六
三
五
平
方
H
）
の
三
棟
で
、
す
 

で
に
作
業
場
に
は
ロ
ク
ロ
二
十
台
、
土
 

こ
ね
機
、
タ
イ
ル
製
造
機
な
ど
も
据
え
 

付
け
ら
れ
、
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
を
待
 

つ
ば
か
り
で
す
。
 

任
務
に
向
っ
て
最
後
ま
で
遭
進
い
た
す
 

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

地
方
自
治
が
民
主
主
義
の
大
き
な
土
 

台
で
あ
る
こ
と
は
、
昔
も
今
も
変
り
な
 

い
と
思
い
ま
す
。
住
民
の
生
活
が
豊
か
 

に
な
る
よ
う
努
力
す
る
の
が
我
々
の
責
 

務
で
あ
る
と
認
識
し
、
今
年
も
議
会
制
 

民
主
主
義
を
フ
ル
に
発
揮
し
て
、
住
民
 

福
祉
の
増
進
と
住
民
生
活
の
安
定
を
は
 

か
る
こ
と
に
最
大
の
努
力
を
払
う
所
存
 

で
あ
り
ま
す
。
 

今
後
と
も
町
民
の
み
な
さ
ま
方
の
）
」
 

支
援
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
 

げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
 

し
ま
す
。
 

' 

奉
仕
と
ふ
る
さ
と
づ
く
り
 

ー
 

町

商

工

会

青

婦

人

部

ー

 

（
上
野
峡
の
清
掃
風
景
よ
り
 

十
一
月
十
九
日
（
日
）
、
赤
池
町
商
工
 

会
青
年
部
約
三
十
人
（
立
花
昇
部
長
）
、
 

婦
人
部
約
二
十
人
（
藤
重
喜
己
部
長
）
 

に
よ
り
上
野
峡
の
ベ
ン
チ
付
け
や
附
近
 

の
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

自
分
の
住
む
地
区
は
自
分
の
手
で
と
 

い
う
も
の
の
、
折
角
の
休
み
に
奉
仕
作
 

業
は
な
か
な
か
出
来
な
い
も
の
で
す
。
 

観
光
シ
ー
ズ
ン
の
夏
も
終
わ
り
、
登
 

山
、
キ
ャ
ン
プ
等
で
に
ぎ
わ
っ
た
上
野
 

峡
に
は
、
沢
山
の
空
か
ん
や
ビ
ン
、
又
 

生
い
茂
っ
た
草
木
な
ど
が
い
っ
ぱ
い
で
 

す
。
町
商
工
会
青
婦
人
部
約
五
十
人
の
 

皆
さ
ん
の
お
陰
に
よ
り
ま
し
て
上
野
峡
 

は
美
し
く
又
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
 

× 

あけまして おめでとうございます 

赤 池 町 役 場 

赤池町教育委員会 赤池町農業委員会 

赤池町選挙管理委員会 

☆ 
和
名
 
睦
月
（
む
つ
き
）
 

年
の
は
じ
め
に
家
庭
や
多
く
の
人
び
 

と
が
、
互
い
に
睦
み
あ
い
を
か
さ
ね
る
 

こ
と
を
略
し
た
も
の
。
 

1
日
（
月
）
 

2
日
（
火
）
 

4
日
（
木
）
 

6
日
（
土
）
 

7
日
（
日
）
 

8
日
（
月
）
 

10 

日
（
水
）
 

11 

日
（
木
）
 

14 

日
（
日
）
 

15 

日
（
月
）
 

16 

日
（
火
）
 

17 

日
（
水
）
 

18 

日
（
木
）
 

20 

日
（
土
）
 

21 

日
（
日
）
 

26 

日
（
金
）
 

27 

日
（
土
）
 

元
旦
、
初
も
う
で
、
年
賀
 

初
夢
、
初
荷
、
書
初
め
、
 

皇
居
一
般
参
賀
、
休
刊
日
 

官
庁
ご
用
始
め
 

小
寒
、
消
防
出
初
式
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
声
タ
m
) 

七
草
 

学
級
始
業
 

十
日
え
び
す
、
国
際
連
盟
 

成
立
す
る
 

鏡
開
き
、
蔵
開
き
 

大
相
撲
初
場
所
 

成
人
の
日
、
・
小
正
月
 

お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
 

抽
せ
ん
会
 

や
ぶ
入
り
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
声
タ
m
) 

土
用
 

二
十
日
正
月
 

大
寒
、
初
大
師
 

文
化
財
防
火
デ
ー
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
声
タ
m
) 

国
旗
制
定
記
念
日
 

▽
目
標
の
な
い
人
生
は
暗
い
 

目
標
に
向
か
っ
て
前
進
せ
よ
△
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（歳 

昭和52年度一般会計款別歳入歳出決算状況 

入） （歳 出） （単位F円） 

区 分 予算額 決算額 
決算額 
構成比 

区 分 子算額 決算額 
決算額 
構成比 

1 ．町 税 139,983 139,436 3.7 1 .議 会 費 45,459 45.387 1.2 

2 ．地 方 譲 与 税 12,947 14,093 0.4 2 ．総 務 費 262,844 259,710 6.9 

3 ．娯楽施設利用税交付金 597 513 3 .民 生 費 949,464 927,996 24.7 

4 ，自 動車取得交付金 14,635 14,323 0.4 4 ，衛 生 費 78,112 68.988 1.8 

5 ．地 方 交 付 税 1,047,973 984, 559 26.3 5‘労 働 費 631,528 613, 586 16.3 

6 ．・交通安全対策特別交付金 740 697 6 ．農 林 水 産 業 費 185,900 181,622 4 .8 

7．分担金及び負担金 53,040 52,924 1.4 7 ．商 エ 費 10,184 9,984 0 .3 

8 ．使 用 料 16,056 15,530 0.4 8 ．土 木 費 493,766 455,172 12.1 

9 ，手 数 料 1,234 1,434 9 ．消 防 費 42,670 42,358 1.1 

10．国 庫 支 出 金 898,959 825,590 22.1 10．教 育 費 305,973 292,446 7.8 

n ．県 支 出 金 519,754 497,192 13.3 11.災 害 復 ~日 費 308,282 307,655 8.2 

12，財 産 収 入 2,226 2,063 0.1 12.公 債 費 261,463 261,463 7.0 

13‘寄 付 金 20,001 0 13．諸 支 出 金 242,037 229,154 6.1 

14．繰 入 金 1,000 0 14．子 備 費 3,516 0 

15．繰 越 金 1,000 0 15．前年度繰上充用金 70,000 63,428 1.7 

16．諸 収 入 115, 151 50,956 1.4 

17．地 方 債 1,047,900 1,142,200 30 .5 

合 計 3,893,196 3,741,510 100.0 合 計 3,891,198 3,758,949 100.0 

財政 事 情 公 表

「昭禾fl52年度決算 コ 
L―昭和53年度（上半期）予算執行状況~ 

町

民

負

担

 の

状

況

等

 

昭
和
五
十
二
年
度
一
般
会
計
歳
入
、
歳
出
の
住
民
一
人
当
た
り
額
 

は
、
歳
入
三
十
九
万
九
干
百
三
十
穴
円
、
歳
出
四
十
万
九
百
九
十
七
 

円
と
な
り
、
図
示
す
る
と
次
の
と
お
リ
で
あ
り
ま
す
。
 

議会費(1.2%) 
4.841円 

その他Ilフ Jo ) 

6.766円 

町税（3.7%) その他（4.1%)_ 

16, 274円 

総務費 

(6.9%) 
27,705 

円ノ 
/<'が警 

災普倶~日賀 「コ 

(8.2%) 
32, 820円 民生 費 

(24.79, 
98. 996円 

歳出決算 

住民1人当たり 

400、997円 

／〕 

衛生費 
(1.8%) 
7 .359円 

労働費 
(16.3%) 
65,456円 

土木費 
(12.1%) 
48. 556円 消防費 

(1.1%) 
4,518円 

商工費（0.3%) 
1.065円 農林水産業費（4.8%) 

19. 375円 

（注）人ロは、住民基本台帳人口とし、 以上の結果、昭和53年度一般会計歳出予算の昭手1353年9 月末日 

昭平1153年3月31日現在の9.374人 における歳出総額に対する同日現在の支出済額1,115,950千円の 

を用いた。 執行率は24.5％となっておリます。 

り 

昭和53年度一般会計予算執行状況（S53. 9 . 30) 

（単位千円） （歳 入） しン （歳 ' 

区 分 予算額 収入済額 構成費 区 分 予算額 支出済額 構成比 

1 ，町 税 146,503 74,078 50.6 1‘議 会 費 45,223 21,054 45.5 

2 ．地 方 譲 与 税 12,547 3,569 28.4 2 ，総 務 費 219,535 112,643 47.1 

3 .娯楽施設利用税交付金 517 174 33.7 3 ．民 生 費 692,371 233,815 26.8 

4 ．自動車取得税交付金 14,665 5,761 39.3 4 ．衛 生 費 81,218 41,012 48.4 

5 ．地 方 交 付 税 1,167,707 714,152 56.5 5 ．労 働 費 623. 392 190,239 29.3 

6 ．交通安全対策特別交付金 800 0 6 ．農 林 水 産 業 費 269,808 56,595 20 .5 

7．分担金及び負担金 55,914 23,859 42.7 7 ，商 工 費 13,249 9,319 62.1 

8 ．使 用料 及び手数料 17,640 7,457 42.3 8 ．土 木 費 781,132 69,587 6.8 

9 ，国 庫 支 出 金 1,088,809 252,988 20.8 9 ，消 防 費 39,515 24,275 51.3 

10．県 支 出 金 345,937 28,277 L8 10．教 育 費 491,051 121,408 19.3 

11,財 産 収 入 2,056 911 44 .3 n .災 害 復 I日 費 10,561 5,447 2.2 

12，寄 付 金 1 0 12一公 債 費 292,792 173,428 59.2 

13．繰 入 金 1 0 13．諸 支 出 金 77,831 39,689 50.3 

14．繰 越 金 1 0 14．予 備 費 2,000 0 

15．諸 収 入 55,880 18,005 16.9 15．繰 上 充 用 金 0 17,439 34.9 

16．町 債 730,700 0 

17．合 計 3,639,678 1,129,231 24.8 合 計 3, 639. 678 1,115,950 24.5 

J 
J 

昭
和
五
十
二
主
‘
区
事
業
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
 

⑨
事
業
費
総
額
二
十
ニ
億
九
千
五
百
二
十
九
万
二
干
 

円
（
構
成
比
 61 

・1
%) 

▼
一
般
公
共
事
業
（
九
億
六
千
九
百
三
十
五
万
七
千
 

円） ※
ボ
タ
山
災
害
防
止
工
事
 
※
鉱
害
復
旧
（
下
水
 

道
）
工
事
 
※
一
般
失
業
対
策
事
業
 
※
炭
鉱
離
 

職
者
緊
急
就
労
対
策
事
業
 
※
産
炭
地
域
開
発
就
 

労
事
業
 
※
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
 

▼
一
般
単
独
（
下
排
水
路
）
事
業
（
一
千
六
十
七
万
 

九
千
円
）
 

▼
過
疎
対
策
事
業
（
道
路
、
集
会
所
）
 

（
一
億
二
千
 

四
百
五
十
四
万
九
干
円
）
 

▼
厚
生
福
祉
施
設
整
備
事
業
（
野
球
場
、
陸
上
競
技
 

場） 

（
一
千
六
百
二
十
二
万
円
）
 

▼
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
（
一
億
六
千
六
百
五
十
 

ガ
ー
千
円
）
 

▼
同
和
対
策
事
業
（
十
億
百
九
十
八
万
九
千
円
）
 

※
道
路
改
良
舗
装
工
事
 
※
上
野
橋
架
設
工
事
（
 

昭
和
五
十
四
年
四
月
完
成
予
定
）
 

※
大
浦
隣
保
 

館
建
設
工
事
 
※
大
型
共
同
作
業
所
建
設
工
事
（
 

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
完
成
）
 

※
同
和
対
策
中
 

央
研
修
所
建
設
工
事
（
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
完
 

成） 

※
下
排
水
工
事
 
※
市
場
保
育
所
建
設
工
 

事
 
※
地
区
総
合
整
備
事
業
 

▼
農
業
振
興
同
和
対
策
事
業
（
二
億
一
千
五
百
九
ト
 

三
万
六
干
円
）
 

※
農
道
 
※
か
ん
が
い
施
設
工
事
 
※
農
機
具
購
 

入
 
※
住
宅
用
地
造
成
工
事
 
※
そ
の
他
（
防
火
 

水
槽
、
街
灯
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
墓
地
整
備
等
）
 

▼
そ
の
他
市
霊
未
（
五
百
九
十
九
万
七
千
円
）
 

昭和52年度特別会計決算状況 
（単位千円） 

区 分 
歳 入 歳 出 歳入歳出 

差 引 額 予 算 額 決 算 額 比 率 子 算 額 決 算 額 比 率 

町 立 病 院 事 業 358,749 361,756 100.8 358,749 384,640 107.2 A 22,884 

上 水 道 事 業 94,548 61,259 64.8 94,548 102,529 108.4 A 41,270 

国民健康保険事業 178,573 178,435 99.9 178,573 176,121 98.6 2,314 

赤池橋架設準備積立金 771 737 95.5 771 737 95.5 0 

上野簡易水道事業 17,876 14,969 83.7 17,876 14,217 79.5 752 

住宅改修資金貸付事業 33,775 34,033 100.7 33,775 32,531 96.3 1,502 

地 域 開 発 事 業 139,864 139,840 99.9 139,864 139,840 98.0 0 
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繊 

鷺 
鷺 

？譲 蕪 

希
望
の
新
年
を
迎
え
、
皆
様
の
ご
健
 

康
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

平
素
か
ら
体
協
の
行
事
に
対
し
何
か
 

と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
よ
 

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
お
蔭
さ
ま
で
 

昨
年
は
皆
様
方
の
力
強
い
ご
協
力
を
得
 

ま
し
て
、
予
定
ど
お
り
行
事
が
消
化
で
 

き
ま
し
た
。
加
え
て
、
体
協
の
機
構
が
 

あ
る
べ
き
姿
に
整
い
つ
つ
あ
る
こ
と
は
 

ご
同
慶
の
至
り
で
あ
り
、
関
係
者
の
ご
 

苦
労
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。
 

現
在
の
世
論
づ
く
り
は
マ
ス
コ
ミ
主
 

導
型
と
い
わ
れ
、
そ
う
し
た
扱
い
に
対
 

し
て
国
民
の
間
で
、
さ
し
て
抵
抗
タ
蔵
一
 

じ
て
い
る
様
子
も
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
 

て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

な
る
ほ
ど
、
こ
う
し
た
傾
向
は
一
見
 

ス
マ
ー
ト
に
は
見
え
ま
す
が
、
 
一
抹
の
 

第3 回町民 

バドミントン 

物
足
り
な
さ
タ
歳
一
じ
る
の
は
、
ひ
と
り
 

私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

人
間
の
生
甲
斐
の
ー
つ
に
、
自
分
が
 

そ
の
組
織
の
中
で
、
あ
る
い
は
そ
の
地
 

域
社
会
で
方
如
何
に
必
要
と
さ
れ
て
い
 

る
か
4

と
い
っ
た
自
己
意
識
が
自
ず
か
 

ら
基
準
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
に
 

も
か
か
わ
ら
ず
一
部
の
若
者
の
間
で
は
 

り
ま
す
。
こ
れ
即
ち
ル
ー
ル
で
あ
り
、
 

こ
の
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
る
こ
と
な
く
し
 

て
明
る
い
町
づ
く
り
は
あ
り
得
な
い
わ
 

け
で
、
ル
ー
ル
を
守
る
習
慣
を
効
果
的
 

に
体
得
す
る
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
第
一
 

番
と
確
信
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

従
い
ま
し
て
、
体
協
の
今
日
的
位
置
 

づ
け
と
そ
の
役
割
り
は
軽
視
で
き
な
い
 

ス
ポ
ー
ツ
主
導
の
町
づ
く
り
 

体
協
会
長
 
池
 

田
 
利
 
文
 

三
無
主
義
、
即
ち
無
気
力
、
無
責
任
、
 

無
関
心
に
傾
斜
し
つ
つ
あ
る
と
か
、
誠
 

に
憂
う
べ
き
現
象
で
あ
り
ま
す
。
地
域
 

社
会
に
育
ち
老
い
ゆ
く
我
わ
れ
に
と
っ
 

て
、
地
域
社
会
づ
く
り
は
無
関
心
で
は
 

お
れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
 

地
域
に
は
そ
れ
な
り
の
不
文
律
、
即
 

ち
昔
か
ら
の
良
い
意
味
で
の
習
慣
が
あ
 

も
の
が
あ
り
、
か
つ
ま
た
、
心
身
の
鍛
 

錬
は
言
う
に
及
ば
ず
、
心
身
の
解
放
に
 

も
そ
の
波
及
的
効
果
は
多
大
で
あ
る
と
 

信
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

そ
れ
で
は
、
今
日
そ
の
意
味
で
体
協
 

が
応
え
得
る
機
能
を
果
し
得
て
い
る
か
 

と
言
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
で
な
く
、
 

関
係
者
一
同
大
い
に
反
省
す
る
と
こ
ろ
 

で
あ
り
ま
す
。
 

幸
い
、
町
民
の
間
で
は
炭
鉱
閉
山
の
 

後
遺
症
も
う
す
れ
、
殊
に
ス
ポ
ー
ツ
熱
 

心
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
を
期
し
て
 

待
つ
も
の
が
あ
る
と
信
じ
て
い
る
次
第
 

で
す
。
 

も
と
よ
り
、
我
わ
れ
と
い
た
し
ま
し
 

て
も
そ
う
し
た
町
民
の
熱
意
に
応
え
る
 

べ
く
、
施
設
の
完
備
、
組
織
機
構
の
充
 

実
に
鋭
意
努
力
を
重
ね
、
皆
様
と
共
に
 

ス
ポ
ー
ツ
が
主
導
す
る
明
る
い
町
づ
く
 

り
を
推
進
す
べ
く
、
決
意
を
新
た
に
し
 

て
お
り
ま
す
。
 

町
民
の
皆
様
に
は
今
後
と
も
格
別
の
 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
 

し
上
げ
、
併
せ
て
各
位
の
ご
多
幸
を
お
 

祈
り
し
て
、
年
頭
の
 

ご
挨
拶
と
い
 

た
し
ま
す
。
 

八
支
所
が
一
静
優
勝
 
（ 

十
 

各
チ
ー
ム
と
も
技
術
向
上
 
誰
 

師
走
の
三
日
、
年
内
最
後
の
地
区
対
 

抗
競
技
第
三
回
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
 

会
が
町
民
会
館
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
 

参
加
チ
ー
ム
は
前
回
と
同
数
の
十
六
。
 

四
、
八
、
十
、
十
四
A
、
十
四
B
、
十
 

五
、
十
六
、
十
七
A
、
十
七
B
、
十
八
、
 

十
九
、
二
十
、
二
十
一
、
二
十
二
、
一
一
 

十
四
支
所
お
よ
び
県
営
伏
原
の
各
チ
ー
 

ム
が
制
覇
を
競
っ
た
が
、
攻
守
に
ま
と
 

6 

ま
っ
た
八
支
所
チ
ー
ム
が
春
の
チ
ャ
ン
 

ピ
オ
ン
十
八
支
所
を
打
ち
破
っ
て
一
年
 

ぶ
り
の
優
勝
。
三
位
は
十
支
所
。
 

【
大
村
バ
ド
III
ン
ト
ン
部
長
の
話
】
各
 

チ
i
ム
共
壮
年
男
子
を
除
い
て
大
変
上
 

手
に
な
っ
て
い
た
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
 

に
入
部
す
れ
ば
、
そ
の
日
か
ら
部
貝
と
 

互
角
に
打
ち
合
え
る
の
で
は
な
い
か
。
 

二
月
の
赤
池
選
手
権
が
楽
し
み
で
す
。
 

プ
 
0
 

0
 

高
だ
か
と
宣
誓
す
る
十
支
所
選
手
 

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
リ
ー
グ
 

い
よ
い
よ
後
半
戦
 

昨
年
六
月
七
日
に
開
幕
し
た
マ
マ
さ
 

ん
バ
レ
ー
リ
ー
グ
戦
が
年
内
の
げ
程
を
 

消
化
、
い
よ
い
よ
新
年
か
ら
後
半
の
追
 

い
込
み
に
か
か
る
。
戦
績
は
相
変
ら
ず
 

伏
原
チ
ー
ム
が
連
勝
し
て
い
る
が
、
勝
 

負
に
こ
だ
わ
ら
ず
親
陸
第
一
が
ミ
ソ
と
 

か
。
十
二
月
十
、
十
一
日
の
結
果
は
、
 

十
八
支
所
 
2
1
1
 

七
支
所
 

十
二
支
所
 
2
1
0
 

十
四
支
所
 

十
五
支
所
 
2
1
0
 

四
支
所
 

十
支
所
 

2
1
1
 

八
支
所
 

J
 

▼
本
欄
タ
よ
青
き
だ
し
て
 

六
回
目
で
新
年
を
迎
え
 

た
。
果
し
て
町
民
の
皆
 

さ
ん
の
目
に
と
ま
っ
て
 

い
る
か
、
ど
う
か
、
手
 

ご
た
え
の
な
い
ま
ま
回
を
重
ね
て
い
る
 

が
、
本
欄
を
企
画
し
た
編
集
者
の
せ
っ
 

か
く
の
好
打
も
、
書
き
手
の
筆
が
冴
え
 

な
く
て
凡
プ
レ
ー
に
な
っ
て
い
な
い
か
 

と
恐
縮
し
て
い
る
。
 

▼
旧
年
来
の
政
権
交
替
劇
で
「
朝
日
」
 

の
天
声
人
語
は
大
平
新
総
裁
は
超
ス
ロ
 

ー
ボ
ー
ル
で
、
福
田
さ
ん
は
ク
セ
球
と
 

評
し
て
い
た
。
捕
手
も
打
者
も
ア
ク
ビ
 

が
出
そ
う
な
超
ス
ロ
ー
ボ
ー
ル
が
、
曲
 

っ
た
り
落
ち
た
り
す
る
難
球
に
勝
っ
た
、
 

と
い
う
わ
け
だ
。
政
治
の
世
界
の
複
雑
 

怪
奇
な
動
向
や
人
物
評
も
、
ス
ポ
ー
ツ
 

に
例
を
ひ
く
と
わ
か
り
や
す
い
。
 

▼
と
に
か
く
、
ク
セ
球
投
手
か
ら
超
緩
 

球
へ
と
国
政
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
交
替
し
た
 

そ
れ
は
、
勇
ま
し
い
ウ
マ
年
か
ら
、
お
 

と
な
し
い
ヒ
ツ
ジ
年
へ
の
か
わ
り
を
表
 

徴
も
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
投
手
 

交
替
は
、
地
元
赤
池
か
ら
新
内
閣
の
ス
 

ポ
ー
ク
ス
マ
ン
で
あ
る
内
閣
官
房
長
官
 

を
誕
生
さ
せ
た
。
い
う
な
れ
ば
、
超
緩
 

球
投
手
の
球
を
う
け
る
捕
手
が
で
た
わ
 

け
だ
。
 

▼
バ
ッ
テ
リ
ー
の
呼
吸
の
合
わ
せ
方
は
 

む
つ
か
し
い
。
い
わ
ん
や
誰
も
投
げ
た
 

こ
と
も
な
い
超
ス
ロ
ー
ボ
ー
ル
投
手
が
 

相
手
で
は
、
捕
手
の
サ
イ
ン
も
苦
労
す
 

る
だ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
健
闘
を
祈
ろ
う
。
 

@ 

昭和54年1月1日 け し、 カ、 あ
 

報
 

広
 

o 

つ
つ
 

ま
ず
朗
々
と
明
け
初
め
る
昭
和
五
十
四
年
の
空
に
、
こ
と
し
こ
そ
「
ウ
 

メ
ェ
話
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
 

」
。
赤
池
体
協
が
地
域
ス
ポ
I
ツ
の
開
発
 

に
取
り
組
ん
で
は
や
五
年
、
さ
て
こ
と
し
は
如
何
な
る
方
向
に
歩
ま
ん
と
 

す
る
や
。
こ
こ
に
関
係
者
十
一
人
の
サ
ム
ラ
イ
に
ご
登
場
願
い
、
い
ろ
ん
 

な
話
を
聞
い
て
み
た
。
題
し
て
「
新
春
初
笑
い
ア
ン
ケ
ー
ト
」
（
順
不
同
）
 

体協関係者11人に聞く 

一、
 

質

間

五

題

 
iー
ゴ
 

》
0
ベ
タ
ー
ハ
ー
フ
に
ひ
と
こ
と
 

》 

》
0
世
の
中
不
景
気
、
も
し
も
ボ
ー
ー
 

ー 

ナ
ス
を
三
億
円
も
ら
っ
た
ら
 

一 

一
●
謙
虚
に
、
昨
年
の
反
省
を
 

一 

一
0
赤
池
奮
の
発
展
対
策
は
 

一 

一
O
ズ
バ
リ
こ
と
し
の
抱
負
を
ー
つ
一
 

二
十
一
支
所
 
理
事
 
滝
本
武
則
さ
ん
 

●
三
百
六
十
五
日
 

ほ
ん
と
に
、
ほ
ん
 

と
に
ご
苦
労
さ
ま
。
 

●
子
ど
も
レ
ジ
ャ
 

ー
ラ
ン
ド
の
建
設
。
 

●
お
酒
の
飲
み
す
ぎ
（
ス
ミ
マ
セ
ン
）
 

●
各
人
が
積
極
的
 

に
参
加
す
る
心
を
 

も
つ
こ
と
。
 

●
や
れ
る
も
の
は
 

な
ん
で
も
や
っ
て
 

み
た
い
。
 

●
設
備
等
に
も
っ
と
町
民
の
声
を
聞
く
。
 

●
健
康
。
 

（
ゴ
モ
ッ
ト
モ
デ
ス
）
 

子
育
連
 
理
事
 
岩
城
辰
美
さ
ん
 

●
家
庭
を
大
切
に
し
て
く
れ
て
有
難
う
。
 

。
青
少
年
関
係
施
 

設
の
充
実
に
使
う
。
 

●
「
今
一
つ
」
 
の
 

自
己
の
努
力
と
研
 

修
を
。
 

●
全
町
民
参
加
の
ス
ポ
ー
ツ
を
是
非
。
 

●
交
通
事
故
防
止
と
非
行
少
年
の
絶
無
 

剣
道
部
長
 

上
村
常
夫
さ
ん
 

●
ヤ
リ
ク
リ
上
手
で
父
ち
ゃ
ん
感
激
ノ
 

●
上
野
峡
一
帯
を
大
遊
園
地
に
し
た
い
。
 

) 
、ノ 

、
 
四
支
所
 
理
事
 
大
久
保
洋
ニ
さ
ん
 

●
（
語
ル
資
格
ナ
 

l

繋蒸一 

!

 
‘

 

て
、
残
り
は
寄
付
。
 

●
計
画
性
欠
乏
症
。
 

●
不
得
手
の
方
も
ス
ポ
ー
ッ
参
加
を
ノ
 

●
己
に
自
信
の
も
て
る
行
動
を
と
る
。
 

バ
レ
ー
部
長
 

仙
一
和
子
さ
ん
 

●
羊
の
よ
う
に
、
 

裸
に
な
っ
て
、
地
 

域
の
た
め
に
。
 

●
赤
池
で
世
界
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
 

早
く
欲
し
い
総
合
体
育
館
 

課
題
全
町
民
参
加
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
 

婦
人
協
 
理
事
 
長
谷
川
睦
子
さ
ん
 

●
？
…
？
（
寂
ト
 

シ
テ
声
ナ
シ
）
 

●
寝
て
暮
ら
す
。
 

●
役
割
り
が
充
分
 

果
せ
な
か
っ
た
。
 

●
親
睦
を
対
象
と
し
た
活
動
を
導
入
。
 

●
年
齢
に
相
応
し
た
体
力
づ
く
り
。
 

軟
式
野
球
部
長
 
大
久
保
日
吉
さ
ん
 

●
今
の
ま
ま
で
よ
い
（
ホ
ン
ト
？
・
）
 

●
「
景
気
が
よ
い
 

」
と
い
う
買
物
を
 

し
た
い
。
 

O
健
康
の
尊
さ
を
 

つ
く
づ
く
知
っ
た
。
 

●
怪
我
で
少
年
部
 

の
指
導
が
充
分
で
 

き
な
か
っ
た
。
 

●
総
合
体
育
館
を
 

早
急
に
。
 

黒
 

●
後
を
ふ
り
向
か
ず
G
O
サ
イ
ン
ノ
・
 

老
人
会
 
理
事
 
大
森
高
市
さ
ん
 

●
健
康
で
長
生
き
を
し
て
ネ
。
 

●
町
老
人
会
全
員
集
合
、
別
府
で
湯
治
。
 

●
老
人
会
は
、
こ
 

豊 
れ
で
良
か
っ
た
？
・
 

●
予
算
の
増
額
と
 

室
内
競
技
場
の
設
 

置
が
急
務
。
 

●
健
康
の
増
進
と
福
祉
の
向
上
発
展
。
 

六
支
所
 
理
事
 

日
高
直
文
さ
ん
 

●
我
ま
ま
の
言
い
 

っ
放
し
。
 

●
札
束
で
始
球
式
。
 

●
ス
ポ
ー
ツ
が
住
 

民
に
定
着
の
年
。
 

●
町
民
体
カ
リ
ス
 

ト
を
作
っ
た
ら
。
 

●
親
睦
、
技
術
の
 

向
上
め
ざ
し
て
。
 ,

 J
 

●
年
齢
（
と
し
）
を
感
じ
る
ば
か
り
。
 

●
ま
ず
全
理
事
の
出
席
を
呼
び
か
け
る
。
 

●
で
き
る
だ
け
多
く
の
種
目
に
出
場
目
 

也
申
す
。
ウ
ン
。
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
長
 
大
村
 
寛
さ
ん
 

●
君
と
い
つ
ま
で
 

も
（
言
う
こ
と
を
 

聞
か
ぬ
と
下
取
り
 

に
出
す
）
…
（
大
 

丈
夫
？
・
ア
ン
タ
）
 

大
村
 
寛
さ
ん
 

●
上
野
峡
ー
 
智
山
に
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
。
 

●
夢
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
な
ら
ず
残
念
。
 

●
総
合
体
育
館
の
建
設
が
急
務
。
 

●
ェ
バ
ー
ォ
ン
ワ
ー
ド
｛
限
り
な
き
前
 

進
）
…
（
タ
ノ
モ
シ
ー
イ
）
 

空
手
部
長
 

浦
田
真
吾
さ
ん
 

●
尊
敬
し
て
ま
す
。
 

●
ウ
ー
ン
、
金
を
 

掘
り
に
で
も
出
か
 

け
ま
す
か
。
 

●
ダ
メ
を
押
し
足
 

り
な
か
っ
た
よ
う
で
す
ネ
、
ハ
イ
。
 

●
全
町
民
が
参
加
で
き
る
行
事
を
。
 

●
O
N
L
Y
、
誠
実
、
不
屈
、
謙
虚
、
 

礼
節
。
 

一
て
企
画
し
た
「
走
ろ
う
会
」
o

町
民
G
 

方
教
室
も
計
画
さ
れ
て
い
る
o
 

＋
「
ー
い
 

，
《
 

ン 

・
ー
ト
己
 

14 

日
 

町
民
走
ろ
、
っ
ム
云
 

一
F
ー
「
F
』
」
い
り
叱
ー
戸
三
『
げ
無
一
 

28 

日
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
講
習
ム
云
 

一 

「
ハ
レ
ー
ボ
ー
ル
講
習
会
】
昨
年
に
 

市
ス
ポ
ー
ッ
振
興
課
の
千
代
島
先
生
 

一 
つ
づ
い
て
、
こ
と
し
は
よ
り
高
度
の
 

を
招
き
開
催
さ
れ
る
。
町
民
会
館
で
。
 

r
濡
漕
げ
結
縄
湾
溝
ー
巨
勝
惨
湾
演
げ
言
庁
 一

 
一
 

一
 
一
 
一
 
一
 
!
 

一
 

一
 
》
 

フ
月
 
の
 
行
事
ケ
」
 

‘
『
『
与
ど
二
‘
 

ゾ
」
に
麟
離
一
 

ー ー 一 ～ ー一ー ー 

【
町
民
走
ろ
う
会
】
上
野
峡
ロ
ー
ド
 

に
新
日
鉄
八
幡
勤
務
の
水
上
安
則
さ
 

ー
レ
ー
ス
に
つ
づ
け
と
、
体
協
が
初
め
 

ん
（
猿
畑
）
を
講
師
に
招
き
、
走
り
 

＋
 

》
 



(9） 第192り 昭和54年1月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

口
区
 

山
立
t
 

広
 

第192号 

町
制
四
十
周
年
記
念
 

俳
句
大
会
に
思
う
 

野
ロ
て
い
子
 

赤
池
に
町
制
が
し
か
れ
た
四
十
年
前
 

と
い
え
ば
支
那
事
変
が
は
じ
ま
っ
た
翌
 

年
で
、
緊
張
し
た
戦
局
の
中
で
石
炭
の
 

需
用
も
高
ま
り
、
明
治
鉱
業
所
と
い
う
 

大
手
の
鉱
山
を
か
か
え
町
の
人
口
の
大
 

半
は
鉱
山
で
働
く
と
い
う
、
い
わ
ば
赤
 

池
が
炭
坑
で
栄
え
て
い
た
頃
で
は
な
い
 

か
と
思
う
。
 

ま
だ
、
子
供
で
あ
っ
た
私
に
は
、
そ
 

の
頃
の
記
憶
は
さ
だ
か
で
は
な
い
。
そ
 

の
炭
坑
で
マ
イ
ト
爆
発
と
い
う
不
慮
の
 

災
害
に
合
い
両
眼
を
失
明
、
不
幸
な
境
 

遇
に
も
負
け
ず
俳
人
と
し
て
有
名
な
緒
 

方
句
狂
が
い
た
。
 

そ
の
影
響
か
ど
う
か
、
そ
の
後
、
池
 

出
紫
酔
、
一
歩
、
水
心
子
さ
ん
と
俳
句
 

熱
心
な
方
々
が
次
々
と
あ
ら
わ
れ
、
赤
 

池
に
俳
句
を
広
め
、
今
で
は
全
国
版
の
 

俳
誌
や
地
方
の
大
会
で
も
赤
池
の
名
が
 

知
ら
れ
、
赤
池
の
俳
句
レ
ベ
ル
立
局
く
 

評
価
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
。
 

町
の
文
化
行
事
の
中
に
も
俳
句
を
取
 

リ
入
れ
て
頂
き
、
四
季
を
通
じ
て
色
々
 

と
活
躍
し
て
い
る
。
 

今
度
も
十
一
月
二
十
三
日
の
小
春
日
、
 

上
野
の
青
柳
窯
元
を
借
り
て
の
町
制
四
 

十
周
年
記
念
俳
句
大
会
が
行
わ
れ
た
。
 

遠
く
は
宇
佐
、
博
多
か
ら
句
友
が
参
加
、
 

昭和54年1月1日 
、一 し、 か

 
あ
 

報
 

広
 

盛
会
と
な
り
、
地
元
よ
り
加
治
教
育
長
 

も
ご
あ
い
さ
つ
に
お
み
え
に
な
り
、
最
 

後
ま
で
見
学
さ
れ
、
大
変
興
味
を
持
た
 

れ
た
様
子
だ
っ
た
。
 

《
江
口
竹
亮
先
生
選
 

⑥
町
長
賞
 

●
草
風
付
け
て
は
な
ら
ぬ
和
服
着
て
 

つ
る
絵
 

⑥
教
育
長
賞
 

●
雲
一
つ
な
き
冬
空
も
冬
の
も
の
 

聖
 
子
 

《
白
石
天
留
翁
先
生
選
 

⑥
町
長
賞
 

●
あ
た
た
か
き
日
の
残
菊
の
黄
の
ま
ぶ
 

し
 

一 

歩
 

⑥
教
育
長
賞
 

●
峡
深
く
い
よ
ノ
、
冬
日
の
濃
か
り
け
 

洋
 
子
 

《
井
尾
望
東
先
生
選
 

＠
町
長
賞
 

●
残
菊
と
し
て
昂
ぶ
れ
る
香
り
あ
り
 

て
い
子
 

⑨
議
長
賞
 

●
か
じ
か
み
て
な
ら
ぬ
指
先
粕
薬
か
け
 

峰
 
生
 

《
元
重
兼
直
先
生
選
 

⑨
町
長
賞
 

●
術
後
な
ほ
か
、
る
小
春
も
着
重
ね
て
 

し
げ
を
 

⑥
公
民
館
長
賞
 

●
掃
き
寄
せ
し
も
の
を
焚
火
の
種
と
し
 

て
 

ま
さ
る
 

優
秀
な
句
に
は
町
長
賞
、
教
育
長
賞
、
 

議
長
賞
等
の
記
念
品
が
あ
り
、
張
り
合
 

い
の
あ
る
有
意
義
な
大
会
を
終
え
る
事
 

凡‘ 

八

「

ソ

 

つ
 

が
出
来
た
。
 

休
日
の
ー
と
日
を
自
然
と
対
し
自
由
 

に
作
句
す
る
楽
し
さ
、
素
晴
ら
し
か
を
 

一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
分
け
合
い
た
 

く
、
気
楽
に
俳
句
を
作
っ
て
み
て
は
い
 

か
が
で
す
か
ど
一
生
意
気
か
も
知
れ
な
 

い
が
、
つ
い
み
ん
な
に
呼
び
か
け
ず
に
 

は
い
ら
れ
な
い
。
 

初
 

詣
 

（
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
）
 

松
本
 
た
か
し
 

元
日
の
峡
の
朝
の
バ
ス
は
、
わ
た
し
 

た
だ
ひ
と
り
。
め
ず
ら
し
い
佳
き
天
気
。
 

そ
し
て
、
ォ
ー
バ
ー
も
い
ら
な
い
ほ
 

ど
の
暖
か
さ
。
ま
も
な
く
終
点
。
右
手
 

の
坂
道
を
ゆ
る
ゆ
る
上
る
。
ゆ
き
と
ど
 

い
た
舗
装
。
左
は
峡
の
渓
流
の
瀬
音
。
 

だ
ん
だ
ん
道
は
急
だ
。
眺
望
も
次
第
に
 

高
く
な
っ
て
く
る
。
か
な
り
上
っ
た
右
 

に
石
段
が
あ
り
、
広
々
と
し
た
平
た
ん
 

な
参
道
。
そ
し
て
石
段
、
と
、
左
側
に
 

聞
～
で
い
た
、
師
の
句
碑
が
小
ぢ
ん
ま
 

り
と
、
若
木
の
そ
ば
に
建
て
ら
れ
、
嬉
 

し
い
き
わ
み
で
あ
る
。
新
春
の
峡
の
高
 

原
の
静
寂
さ
、
史
呂
神
社
の
一
隅
。
 

●
月
の
澄
の
ぼ
る
案
内
の
影
法
師
 

紫
 
酔
 

と
、
碑
面
に
き
ざ
ま
れ
、
し
ば
し
ば
 

じ
っ
と
か
が
ん
で
視
る
。
そ
し
て
、
心
 

に
永
ら
く
ご
」
壁
査
中
の
師
に
新
年
の
ご
 

あ
い
さ
つ
と
、
お
元
気
の
程
を
、
切
に
 

深
く
祈
リ
申
し
上
げ
る
の
で
あ
っ
た
。
 

●
参
道
の
師
の
句
碑
拝
し
初
詣
 た

か
し
 

成
人
へ
の
門
出
は
 

国
民
年
金
へ
の
門
出
 

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
お
め
 

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
な
た
も
成
人
 

さ
れ
た
そ
の
日
か
ら
社
会
的
に
い
ろ
い
 

ろ
な
権
利
が
与
え
ら
れ
、
ま
た
、
義
務
 

を
負
わ
さ
れ
ま
す
。
年
金
を
受
け
る
権
 

利
を
得
る
た
め
に
国
民
年
金
へ
の
加
入
 

義
務
が
発
生
す
る
の
も
そ
の
ー
つ
で
す
。
 

若
い
あ
な
た
も
、
今
か
ら
未
来
の
生
 

活
設
計
の
中
に
年
金
を
し
っ
か
り
と
組
 

み
込
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

国
民
年
金
に
は
、
歳
を
と
っ
て
か
ら
 

支
給
さ
れ
る
老
齢
年
金
を
中
心
と
し
て
 

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
 

の
障
害
年
金
、
一
家
の
働
き
手
を
亡
く
 

し
母
子
家
庭
に
な
っ
た
と
き
の
母
子
年
 

金
な
ど
八
種
類
の
給
付
が
あ
り
、
そ
れ
 

ぞ
れ
の
状
態
に
応
じ
て
年
金
を
支
給
し
、
 

、
生
活
の
安
定
を
は
か
ろ
う
と
い
う
公
的
 

）

 

、

）

一

 

な
年
金
制
度
で
す
。
 

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
の
は
、
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
 

で
の
人
で
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
 

ど
の
公
的
な
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
 

な
い
自
営
業
者
（
農
林
漁
業
、
小
商
工
 

業
、
自
由
業
な
ど
）
で
す
。
 

こ
の
他
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
 

や
、
大
学
生
は
本
人
の
希
望
で
加
入
で
 

き
ま
す
。
 

保
険
料
は
ー
カ
月
ニ
千
七
百
三
十
円
 

で
す
が
、
よ
り
高
い
年
金
を
希
望
す
る
 

人
は
四
百
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る
 

こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
反
対
に
保
険
料
 

を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
と
 

き
は
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
保
険
料
 

納
付
が
免
除
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

受
け
ら
れ
る
老
齢
年
金
の
額
は
、
保
 

険
料
を
納
め
た
月
数
や
免
除
さ
れ
た
月
 

数
に
応
じ
て
計
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
若
 

い
あ
な
た
は
量
局
額
の
年
金
が
確
保
で
 

き
ま
す
。
 

ま
た
、
年
金
額
は
生
活
水
準
の
向
上
 

に
あ
わ
せ
て
引
き
上
げ
ら
れ
る
ほ
か
、
 

消
費
者
物
価
の
変
動
に
応
じ
て
自
動
的
 

に
改
定
す
る
「
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」
で
 

す
か
ら
、
年
金
の
実
質
価
値
が
下
が
る
 

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
は
簡
単
 

で
す
。
満
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
役
場
国
 

民
年
金
係
（
窓
ロ
⑤
番
）
へ
印
か
ん
を
 

持
参
し
加
入
届
を
出
し
て
下
さ
い
。
 

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
国
民
年
金
係
 

（
電
話
二
〇
〇
四
内
線
⑩
）
に
お
尋
ね
 

下
さ
い
。
 

j
 

O
 
りノ 

還
付
を
受
け
る
た
め
の
 

申
告
は
お
早
目
に
 

廿

2
月
 16 

日
1
3
月
 15 

日
ま
で
廿
 

昭
和
五
十
三
年
分
の
所
得
税
の
確
定
 

申
告
の
期
間
は
、
昭
和
五
十
四
年
ニ
月
 

十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。
 

し
か
し
、
税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
 

め
の
確
定
申
告
は
二
月
十
六
日
よ
り
前
 

で
も
受
付
け
て
い
ま
す
。
 

源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納
税
 

を
し
た
税
金
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
 

る
人
は
、
早
く
申
告
す
れ
ば
税
金
の
還
 

付
も
早
く
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
税
金
の
還
付
を
受
け
ら
れ
 

る
場
合
や
、
そ
の
申
告
の
し
か
た
な
ど
 

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
 

「
壁
疋
申
告
を
す
れ
ば
税
金
が
か
え
 

る
人
」
 

一
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
雑
損
控
除
、
 

医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
な
ど
を
 

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
 

二
、
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
 

職
し
な
か
っ
た
た
め
年
末
調
整
を
受
け
 

な
か
っ
た
人
 

三
、
株
式
の
配
当
が
あ
っ
た
り
、
特
定
 

の
寄
付
金
を
支
出
し
た
り
し
て
、
配
当
 

控
除
や
寄
付
金
控
除
が
受
け
ら
れ
る
人
 

四
、
原
稿
料
や
利
子
な
ど
の
収
入
が
あ
 

っ
て
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
全
体
の
所
得
 

が
あ
ま
り
多
く
な
い
人
 

五
、
予
定
納
税
を
し
て
い
た
が
、
休
業
 

や
廃
業
な
ど
の
た
め
所
得
が
前
年
よ
り
 

大
幅
に
減
っ
た
人
 

「
確
定
申
告
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
書
類
」
 

確
定
申
告
を
す
る
と
き
、
申
告
書
に
 

添
付
し
た
り
、
提
示
す
る
こ
と
に
な
っ
 

て
い
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
般
 

的
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
か
ら
、
 

あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
お
い
て
く
だ
さ
 

い
 。

 
一
、
雑
損
控
除
を
受
け
る
場
合
 

被
 

害
を
受
け
た
住
宅
や
家
財
の
損
害
な
ど
 

の
明
細
書
 

二
、
医
痔
舞
只
控
除
を
受
け
る
場
合
 

支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
証
 

三
、
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
場
合
・
・
・
 

…
建
築
確
認
通
知
書
の
写
し
、
登
記
簿
 

謄
（
抄
）
本
、
住
民
票
の
写
し
、
金
融
 

機
関
等
が
発
行
す
る
住
宅
取
得
に
係
る
 

融
資
額
の
償
還
金
額
等
証
明
書
な
ど
の
 

書
類
 

四
、
生
命
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合
 

支
払
っ
た
生
命
保
険
料
が
一
契
約
 

に
つ
き
年
間
九
千
円
を
超
え
る
と
き
は
 

j
 
ー
 

、ノ 

き
の
支
払
保
険
料
の
証
明
書
 

五
、
損
害
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合
 

支
払
っ
た
保
険
料
の
証
明
書
 

六
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
が
申
告
す
る
 

場
合
 

勤
務
先
か
ら
も
ら
っ
た
源
泉
 

徴
収
票
 

な
お
、
四
と
五
の
保
険
料
の
掛
金
で
、
 

す
で
に
年
末
調
整
の
際
に
給
与
所
得
か
 

ら
控
除
を
受
け
た
分
に
つ
い
て
は
、
改
 

め
て
添
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

還
付
金
は
、
最
寄
り
の
郵
便
局
で
受
 

取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
還
付
 

の
金
額
が
三
万
円
以
上
の
と
き
は
、
銀
 

行
な
ど
の
預
金
口
座
に
振
込
む
方
法
で
 

受
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

確
定
申
告
の
こ
と
な
ど
で
わ
か
ら
な
 

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
田
川
税
務
 

署
調
査
第
一
部
門
（
電
話
〇
九
四
七
四
 

ー
四
ー
〇
四
三
〇
番
）
へ
お
気
軽
に
お
 

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

田
川
税
務
署
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

エンゼルクイズ 

「雪り0FF;1 L.U旦百'I 
Lプフ‘Jl＝」“」‘上昌」 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1、日本で、年賀状を出す風習が起こったの 

は？ 

④江戸 ⑧明治 ⑥昭和 

2 . 「鏡開き」をするのはいつ？ 

④1月1日 ⑧1月6日 ＠1月11日 

3 、童謡「たきび」に歌いこまれている植物 

は？ 

④からたち ⑧あじさい ⑥さざんか 

4 ' 「西高東低」の気象とは、わが国ではい 

つの季節？ 

④夏 ⑧秋 ⑥冬 

5 、体内の血液の量は、ふつう男女どちらが 

多い？ 

④男 ⑧女 ⑥かわらない 

〔応募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガギ 

に記入のうえ、1 月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

レ例 問題l B 問題2 B 問題3 C 

【第28回の解答】 

1 @ 2 ⑥ 3 ④ 

【正解者】 

④
 

にJ ⑧
 

4
→ 

今回の応募総数16通のうち、正解は11通で 

した。厳正な抽せんの結果、次の3名の方に 

記念品を贈ります。 （敬称略） 

>立花久美江（大字市場） 

レ佐藤 リカ（大字ガ ） 

ン立花 尚治（大字ガ ） 

〔1月の休館日〕 

1日、2日、3日、 8日 

16日、22日、29日 

〔演 芸 日〕 

7 日、11日、14日、18日 

21日、25日、28日 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
香
典
返
し
〕
敬
称
略
 

金
 
封
 
島
田
 

ス
ギ
（
下
寿
町
）
 

金
 
封
 
太
田
 
武
俊
（
板
取
）
 

金
 
封
 
大
西
 
重
治
（
車
道
一
）
 

金
 
封
 
安
武
 
光
信
（
薬
王
寺
）
 

金
 
封
 
松
葉
 
末
度
（
原
）
 

〔寄 

付〕 

o
赤
池
町
商
工
会
青
年
部
（
市
場
小
学
 

校
廿
屋
外
大
時
計
、
同
和
対
策
中
央
 

研
修
所
廿
屋
内
掛
時
計
、
老
人
ホ
ー
 

ム
天
郷
荘
廿
ケ
ー
ギ
六
十
個
）
 

十
 

一
月
二
十
五
日
の
チ
ャ
 11 

テ
ィ
ー
ダ
 

ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
収
益
金
の
一
部
。
 

o
笠
原
水
道
設
備
商
会
（
代
表
者
笠
原
 

晃
、
金
田
町
）
二
十
八
万
五
千
円
。
 

中
尾
保
育
所
設
備
費
と
し
て
。
 



第192号 昭和54年1月1日” （⑩ け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

忘れないで心にとめて 
おきましょう。 

54 
年
度
福
岡
県
青
年
の
船
 

乗
船
者
の
募
集
 

福
岡
県
で
は
昭
和
五
十
四
年
度
（
第
 

九
回
）
「
福
岡
県
青
年
の
船
」
乗
船
者
を
 

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
 

▽
と
き
 

54 

年
5
月
 16 

日
か
ら
5
月
 29 

日
ま
で
 

▽
と
こ
ろ
 

中
華
人
民
共
和
国
（
上
海
市
、
天
津
 

市
、
北
京
市
）
 

▽
応
募
資
格
 

勤
労
青
年
男
女
二
十
歳
以
上
二
十
五
 

歳
ま
で
（
 54 

年
1
月
1
日
現
在
）
 

▽
募
集
期
間
 

54 

年
1
月
5
日
か
ら
2
月
3
日
ま
で
 

※
実
施
要
綱
、
申
込
書
は
赤
池
町
教
育
 

委
員
会
に
保
管
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
 

つ
い
て
は
町
教
育
委
貝
会
（
社
会
教
育
 

課
）
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
 

入
 
学
 
生
 
募
 
集
 

国
立
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
で
 

は
五
十
四
年
度
の
入
学
生
を
次
の
と
お
 

ハ
 

り
募
集
し
ま
す
。
 

▽
科
別
及
び
定
貝
 

機
械
工
学
科
 
八
十
名
 

電
気
工
学
科
 
四
十
名
 

化
学
工
学
科
 
四
十
名
 

▽
出
願
資
格
 

①
中
学
校
か
塁
‘
業
し
た
者
 

②
中
学
校
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力
 

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
 

▽
受
付
期
間
 

54 

年
2
月
1
日
1
2
月
 10 

日
ま
で
 

▽
申
込
み
・
間
合
わ
せ
 

国
立
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
 

固
〇
九
三
ー
九
六
ニ
ー
五
八
三
一
 

高
等
訓
練
生
の
募
集
 

飯
塚
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
 

五
十
四
年
‘
区
の
訓
練
生
を
次
の
と
お
り
 

募
集
し
ま
す
。
 

▽
科
別
及
び
定
貝
（
ー
カ
年
）
 

自
動
車
整
備
科
 
三
十
五
名
 

機
械
製
図
科
 
二
十
名
 

▽
応
募
資
格
 

二
十
五
歳
未
満
で
「
高
等
学
校
卒
業
 

」
又
は
昭
和
五
十
四
年
三
月
「
高
等
 

学
校
卒
業
見
込
み
」
の
男
女
 

▽
募
集
期
間
 

一
次
 

54 

年
1
月
 20 

日
（
土
）
 

二
次
 

54 

年
3
月
 22 

日
（
木
）
 

▽
申
込
み
”
・
間
合
わ
せ
 

飯
塚
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
又
は
最
 

寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
 

固
〇
九
四
八
ニ
ー
②
ー
四
〇
一
八
 

*
 

*
 

*
 

＊、 

＊
 

＊
γ
＊
 

'
 

養
成
訓
練
生
の
募
集
 

福
岡
県
立
飯
塚
専
修
職
業
訓
練
校
で
 

は
五
十
四
生
‘
区
の
入
学
生
を
次
の
と
お
 

り
募
集
し
ま
す
。
 

▽
科
別
及
び
定
員
 

自
動
車
整
備
科
 
二
十
名
 

電
気
工
事
科
 
二
十
名
 

▽
資
格
 

義
務
教
育
修
了
程
度
の
学
力
か
着
“
し
 

そ
の
職
種
に
適
し
た
人
。
 

▽
募
集
期
間
 

54 

年
2
月
 10 

日
（
土
）
 

▽
手
続
き
 

①
 53 

年
3
月
学
校
卒
業
予
定
の
人
（
 

職
業
相
談
票
）
②
そ
の
他
の
人
（
最
 

終
学
校
成
績
証
明
書
、
健
康
診
断
書
）
 

▽
申
込
み
・
間
合
わ
せ
 

飯
塚
専
修
職
業
訓
練
校
又
は
最
寄
り
 

の
公
共
職
茎
女
定
所
 

固
〇
九
四
八
ニ
ー
）
ー
三
三
六
〇
 

看
護
専
門
学
校
生
徒
募
集
 

福
岡
県
立
看
護
専
門
学
校
で
は
、
五
 

十
四
」
皿
山
区
の
入
学
生
を
次
の
と
お
り
募
 

集
し
ま
す
。
 

▽
科
別
及
び
定
員
 

保
健
婦
助
産
婦
科
 
五
十
名
 

看
護
婦
科
 
五
十
名
 

▽
受
験
資
格
 

●
保
健
婦
助
産
婦
科
（
①
文
部
大
臣
又
 

は
厚
生
大
臣
の
指
定
し
た
看
護
婦
学
 

校
養
成
所
の
修
業
者
ま
た
は
卒
業
者
 

又
は
昭
和
五
十
四
年
三
月
左
垂
木
見
込
 

の
者
。
②
外
国
の
看
護
学
校
キ
丞
ー
業
 

し
外
国
に
お
い
て
看
護
婦
免
許
を
得
 

た
者
で
厚
生
大
臣
が
①
に
掲
げ
る
者
 

と
同
等
以
上
の
知
識
お
よ
び
技
術
を
 

有
す
る
と
認
め
た
者
）
 

●
看
護
婦
科
（
①
准
看
護
婦
の
免
許
取
 

得
後
」
犀
以
上
業
務
に
従
事
し
て
い
 

る
者
。
②
高
等
学
校
卒
業
又
は
昭
和
 

五
十
四
年
三
月
卒
業
の
者
で
准
看
護
 

婦
の
免
許
キ
着
“
し
、
又
は
免
許
取
得
 

見
込
の
者
）
 

▽
願
書
受
付
 

54 

年
1
月
 25 

旧
（
木
）
 

▽
試
験
日
時
 

2
月
8
日
（
木
）
・
9
日
（
金
）
 

午
前
9
時
 

▽
場
所
 

福
岡
県
立
看
護
専
門
学
校
 

▽
申
込
み
・
間
合
わ
せ
 

福
岡
県
立
看
護
専
門
学
校
 

固
〇
九
ニ
九
ニ
ー
回
ー
ニ
〇
三
六
 

赤
池
町
軟
式
野
球
連
盟
 

に
登
録
加
入
を
 

現
在
、
赤
池
町
軟
式
野
球
連
盟
で
は
 

十
五
チ
ー
ム
が
加
入
し
熱
戦
を
繰
り
広
 

げ
て
き
ま
し
た
が
、
来
シ
ー
ズ
ン
に
お
 

い
て
も
新
規
加
入
チ
ー
ム
も
予
想
さ
れ
 

本
年
度
以
上
の
盛
り
上
が
り
が
期
待
さ
 

れ
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
新
規
登
録
及
び
再
 

登
録
を
事
務
局
に
お
い
て
行
っ
て
い
ま
 

す
の
で
加
入
も
れ
の
な
い
よ
、
フ
申
し
込
 

諏
下
さ
い
c
 

・
 

、‘一 

‘ー 

‘
ノ
 

▽
昭
和
 54 

年
3
月
 31 

日
ま
で
 

▽
野
球
連
盟
事
務
局
（
役
場
建
設
課
）
 

事
務
局
長
（
山
尾
繁
樹
）
 

固
赤
池
二
〇
〇
四
番
（
⑤
 35 

番） 

交
通
事
故
の
相
談
は
 

当
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
 

▽
自
動
車
任
意
保
険
の
一
部
が
改
正
と
 

な
り
ま
し
た
。
 

（ 53 

年
 11 

月
1
日） 

●
担
保
内
容
が
充
実
し
ま
し
た
。
 

●
取
扱
い
内
容
が
変
り
ま
し
た
。
 

●
事
故
が
起
き
た
場
合
の
手
続
も
変
り
 

ま
し
た
。
 

詳
細
は
ご
漬
管
」
な
く
左
記
へ
照
会
下
 

さ
い
。
 

※
社
団
法
人
、
日
本
損
害
保
険
協
会
 

小
倉
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
 

圃
〇
九
三
ー
五
二
一
ー
二
一
四
〇
 

▽
相
談
無
料
 

無
縁
墳
墓
の
改
装
 

次
の
者
に
縁
故
者
が
あ
れ
ば
期
日
ま
 

で
に
届
け
出
て
下
さ
い
。
 

▽
墓
地
の
所
在
地
 

愛
知
塁
女
城
市
新
田
町
知
立
道
十
九
 

番
、
十
九
ー
一
番
、
二
十
ー
二
番
、
 

二
十
一
ー
三
番
（
新
田
墓
地
）
 

▽
墳
墓
数
 
約
十
七
基
 

▽
届
出
期
限
 
54 

年
1
月
 30 

日
 

▽
届
出
先
 

愛
知
県
安
城
市
桜
町
十
八
番
二
十
三
 

号
、
安
城
市
建
築
部
区
画
整
理
課
 

固
〇
五
六
六
七
ー
回
ー
一
一
一
一
 

J
 


